
国際関係学部　国際関係学科　国際関係コース　カリキュラムマップ （2026年度以降入学者）

※◎：主要授業科目

国際関係学科共通科目/国際コミュニ

ケーションコース科目/演習科目
国際関係学科コース科目

しまね地域共生学入門 日本文化論 ◎多文化共生論入門 ◎国際関係概論 モンゴル文化社会論 文化社会学

日本の政治 人文地理学 ◎国際文化論 ◎政治学概論 日中交流史 福祉社会学 

国際社会と政治 歴史学概論 ◎地域研究方法論 ◎政治学 朝鮮半島社会論 中国政治社会論 

グローバル時代の平和と安全 西洋近代史 平和学 ◎北東アジア関係概論 　 ロシア社会論 中国外交論

グローバリゼーション論 文学 ボーダースタディーズ ◎国際政治学 ロシア文化論 朝鮮半島政治論 

経済学入門 心理学概論 国際社会学 北東アジア国際関係史 　 比較宗教学 朝鮮半島外交論 

現代企業論 地域文化入門 文化人類学 アメリカ政治外交論 社会宗教論 日朝関係史 

法学入門 経済数学の基礎 比較文化論 アジア経済論 北東アジア民族関係論 ロシア政治経済論 

社会学入門 自然地理学 憲法I 日本外交史 グローバル市民社会論 日露関係論 

ジェンダー論 環境科学 社会学 政治思想史　 アジア環境論 アジア比較政治 

哲学 島根県の水産業 地域観光資源論 モンゴル語と文化 アジアのイスラーム世界 グローバル・ガバナンス論 

日本思想史入門 中国文化入門 SDGs概論 経営学総論 南アジア研究 　 国際法

マクロ経済学 環境経済学 国際機構論 

ミクロ経済学 環境システム論 ヨーロッパ統合論 

行政学 政策過程論 国際開発論 

歴史資料解読法 NPO論 政治哲学

憲法Ⅱ 

比較憲法 

教養ラボI 数的処理の基礎 ◎国際関係専門演習I ◎国際関係専門演習IV

教養ラボII ◎国際関係専門演習II ◎国際関係専門演習Ⅴ

◎国際関係専門演習III ◎卒業研究

異文化理解（アメリカ） 多文化交流

異文化理解（カナダ） ◎キャリアプラニング

異文化理解（中国） キャリアプラクティス

異文化理解（韓国）

異文化理解（ロシア語圏）

コンピュータ・リテラシー 海外中国語研修 ◎英語アカデミックリーディング 質的調査法 ◎基礎演習I

情報リテラシー 韓国語I ◎中国語読解I ◎基礎演習Ⅱ

統計学I 韓国語II ◎中国語読解II

統計学II 海外韓国語研修 ◎韓国語読解I

英語I ロシア語I ◎韓国語読解II

英語II ロシア語II ◎ロシア語読解I

ビジネス英語入門I 海外ロシア語研修 ◎ロシア語読解II

ビジネス英語入門II 日本語I ◎アカデミック・ライティング

海外英語研修 日本語II

中国語I 日本語III

中国語II 日本語IV

(4)【技能・技術】 （１）多文化共生や地球規模の諸課題について、適切な学術的

方法や専門的視角に基づいて調査、分析、研究を行い、その成

果について、他者にわかりやすく論理的に説明することができ

る。

（２）英語や北東アジア言語（中国語・韓国語・ロシア語）を

多文化共生・異文化理解のツールとして活用する能力を身につけ

ている。

専門基礎科目群

⑴【知識・理解】 （１）社会科学の中でも、とくに政治学、国際関係学、北東ア

ジアの地域研究の専門的知識を体系的に理解できる。

（２）北東アジアをはじめとした国際社会におけるグローバル

化の潮流と、グローバル化に伴う複雑な社会的事象や国内外の

課題を、学際的観点から的確に把握することができる。

⑵【思考・判断】 （１）多文化共生や地球規模の諸課題について、錯綜する利害関係者

の価値基準や優先順位を整理して課題解決に導く方策を構想する力を身

につけている。

（２）北東アジアをはじめ、グローバル化した国際社会及び国内社会

の複雑化した問題について、政治経済・社会動向・歴史・文化に関わ

る知識を手がかりにして分析的に探究できる。

基礎教養科目群

専門科目群

国際関係学科コース科目

⑶【態度・実践】 異質な意見を持つ多彩な他者とも対話・協働し、異文化に共感

し、能動的に合意形成を試みる姿勢を身につけている。

ディプロマポリシー


